
  荒川知水資料館　
［開館時間］平日9：30～17：00、土日祝10：00～17：00(11月～2月は16：30閉館)

［休館日］月曜日（祝日除く）、月曜日が祝日の場合翌平日、年末年始     

【企画展】
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入館無料

－ 人と川をつなぐ美しき桜と荒川放水路 －
荒 川 桜 史

二代目歌川広重「三十六花撰」「東京戸田原さくら草」

歌川広重「東都名所隅田川華盛」

彩色絵葉書「荒川五色桜」

荒川放水路工事 荒川上流浮間ノ桜草取（北区中央図書館所蔵）



|アクセス|
南北線「赤羽岩淵駅」または「志茂駅」徒歩約15分
JR「赤羽駅」徒歩約20分（タクシーで約10分） 　　　　　
都営バス「岩淵町」または「志茂2丁目」徒歩約15分 　　　　　
専用駐車場はありません。土日は東京都北区荒川岩淵関緑地駐車場（有料）
がご利用いただけます。平日は周辺のコインパーキングをご利用ください。

荒川知水資料館 入館無料
[開館時間]平　 日 9：30～17：00（11月～2月は16：30閉館）
　　　　　土日祝10：00～17：00（11月～2月は16：30閉館）
             ※入館は閉館時間の30分前まで
[休館日]月曜日（祝日除く）、月曜日が祝日の場合翌平日、年末年始 
〒115-0042東京都北区志茂5-41-1　℡. 03-3902-2271 
https://www.ara-amoa.com/ amoa

ホームページ

　　　　

　

　　　　

４.人と荒川をつなぐ桜

　「桜」は古来より親しまれ、日本人の暮らしや文化と深いかかわりがあります。本企画展は、江戸時代から人々
に愛され、今もなお愛され続けている荒川の「桜」と「桜草」を歴史的な観点から紹介します。
　また、今年 10 月に荒川放水路通水 100 周年を迎えます。この節目の年にあたり、荒川放水路工事とのかかわ
りについても紹介します。今年の春は、荒川の桜史に思いを馳せながら「桜」と「桜草」を眺めてみませんか。

　明治時代、「荒川堤の五色桜」と呼ばれ、人々に親しまれた桜の名所があ
りました。しかし、荒川放水路の開削や公害、戦争等により、昭和22年頃に
桜は姿を消しました。かつての桜の名所の誕生から衰退までの経緯と名所
復活を目指した現在の取組について紹介します。

　江戸時代、江戸近郊の荒川流域に桜草の名所が数多く存在しました。当
時の人々は、桜草群落の中に敷物を敷いてお弁当を食べたり、桜草を摘ん
だりしながら花見を楽しんでいました。花見を楽しむ人々の様子を写真等で
紹介するとともに、桜草自生地が衰退した原因と現在行われている保全・再
生の取組について紹介します。

　古くから荒川と人 を々つないできた桜。気候変動等により水害リスクが増大
する昨今、 流域のあらゆる関係者が協働して水害を軽減させるため、桜を通
じた様々なパートナーシップの構築の可能性とその重要性について解説します。

１.荒川堤の五色桜

２.荒川と桜草

３.荒川の桜名所
　荒川流域には春を彩る桜の名所が数多く存在します。ぜひ足を運んでい
ただきたい桜と桜草の名所を紹介します。

　展示パネルをもとに荒川堤の五色桜の歴史や桜の名所復活を目指した取組について解説します。
参加者には記念品（荒川放水路通水100周記念年缶バッチ）を差し上げます。

開催日時：2024年3月10日（日） 
　　　　 （1回目）11：30 ～ 12：00
　　　 　（2回目）13：00 ～ 13：30
開催場所：荒川知水資料館2F 企画展スペース

解 説 者：井口 信昭 氏
　　　 　（NPO法人五色桜の会 理事長）     
参 加 費：無料
定     員：20名（先着順）
参加方法：申込不要。開始時間に開催場所へお集まり下さい。
            定員に達したときは、ご参加頂けませんのでご了承ください。

展示解説

ポトマック川の河畔に植えられた五色桜
（出典：ワシントンの桜（東京都公園協会））

五色桜の花見客で賑わう酒屋（現・東屋本店）
（提供：清水幸蔵氏）


